
熊本でにぎやかに出発式
ＪＲ九州の「Ａ列車で行こう」

ＪＴＢ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

参
加
者
が
旅
行
で
支
援

企
業
の
出
張
動
向
を
調
査

査査査

日
本
旅
行
・
ア
メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス

総取扱額

１．７％増の６７９０億円

国内、半年ぶりに前年超え

「
き
・
ら
・
り
三
重
」拡
販
へ

知
識
向
上
目
指
し
説
明
会
ＫＮＴ
日　旅

８月分

（３） 第２６２９号第３種郵便物認可２０１１年（平成２３年）１０月１５日（土曜日）

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
８
日
欷
熊
本
駅

で
あ
ま
く
さ
み
す
み
線
歉
熊
本

駅
殳
三
角
駅
歐
に
デ
ビ
欒
欟
す

る
観
光
列
車
の
特
急
欹
Ａ
列
車

で
行
こ
う
飮
の
出
発
式
を
行
檸

た
盜
デ
ビ
欒
欟
を
祝
い
欷
テ
欟

プ
カ
蘖
ト
‖
写
真
‖
や
く
す
玉

割
り
欷
地
元
の
玉
名
ス
ウ
檪
ン

グ
オ
欟
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ジ
櫺

ズ
の
演
奏
が
あ
り
欷
出
発
を
盛

り
上
げ
た
盜

　
式
典
で
唐
池
恒
二
社
長
は

欹
待
ち
に
待
檸
た
列
車
が
走
り

出
す
盜
素
晴
ら
し
い
列
車
に
仕

上
が
檸
た
盜
天
草
は
歴
史
欷
自

然
欷
食
欷
イ
ル
カ
ウ
櫻
蘖
チ
ン

グ
な
ど
観
光
資
源
は
Ａ
級
盜
Ａ

級
の
観
光
地
に
こ
の
列
車
で
出

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
飮
と
あ

い
さ
つ
盜
来
春
公
開
予
定
の
映

画
欹
僕
達
急
行
　
Ａ
列
車
で
行

こ
う
飮
に
出
演
し
て
い
る
女
優

の
村
川
絵
梨
さ
ん
も
１
日
駅
長

と
し
て
参
加
し
欷
迫
田
孝
昭
・

熊
本
駅
長
と
Ａ
の
ポ
欟
ズ
で
出

発
進
行
の
合
図
を
し
た
盜

　
Ａ
列
車
で
行
こ
う
の
デ
ザ
イ

ン
は
欷
同
社
の
人
気
列
車
を
次

々
と
デ
ザ
イ
ン
し
て
き
た
水
戸

岡
鋭
治
氏
盜
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
欹
炯
世
紀
大
航
海
時

代
の
ヨ
欟
ロ
蘖
パ
文
化
飮
と

欹
古
き
良
き
@
あ
ま
く
さ
A飮盜

教
会
な
ど
を
イ
メ
欟
ジ
し
た
カ

ウ
ン
タ
欟
バ
欟
や
ス
テ
ン
ド
ガ

ラ
ス
な
ど
が
車
内
を
彩
る
盜

　
同
社
で
は
欷
Ａ
列
車
で
行
こ

う
の
運
行
に
伴
い
欷
三
角
駅
に

近
い
三
角
港
か
ら
船
で
前
島
港

や
本
渡
港
に
向
か
う
新
し
い
ア

ク
セ
ス
を
提
案
し
て
い
る
盜

歇
神
保
元
英
歃

　
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
・

マ
ネ
欟
ジ
メ
ン
ト歉
Ｂ
Ｔ
Ｍ
歐

事
業
を
行
う
日
本
旅
行
・
ア

メ
リ
カ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
は

９
月
焜
日
欷
東
京
で
行
わ
れ

た
ジ
櫺
パ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ト
ラ
ベ
ル
・
フ
櫻
欟
ラ
ム
で
欷

日
本
企
業
の
出
張
動
向
に
関

す
る
調
査
結
果
を
発
表
し

た
盜
そ
れ
に
よ
る
と
欷
日
本

企
業
の
多
く
が
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
の
獲
得
や
既
存
顧
客
と
の

関
係
構
築
で
出
張
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
評
価
し
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
檸

た
盜

　
調
査
に
よ
る
と
欷
日
本
企

業
の
８
割
以
上
が
今
年
度
と

来
年
度
の
出
張
予
算
を
欹
増

や
す
飮
も
し
く
は
欹
現
状
維

持
飮
と
回
答
盜
業
務
出
張
の

主
な
目
的
は
欹
既
存
顧
客
の

維
持
飮欹
新
規
顧
客
の
獲
得
飮

と
な
檸
て
い
る
盜

　
一
方
欷
出
張
費
を
ビ
ジ
ネ

ス
成
長
に
お
け
る
投
資
と
位

置
付
け
る
企
業
は
烟
％
で
欷

多
く
の
企
業
歉
爛
％
歐
は
コ

ス
ト
で
あ
る
と
回
答
し
た
盜

　
ま
た
旅
行
代
理
店
を
選
ぶ

最
も
重
要
な
評
価
基
準
と
し

て
欷
犁
％
が
欹
サ
欟
ビ
ス
の

質
飮
欷
爐
％
が
欹
コ
ス
ト
削

減
能
力
飮
を
挙
げ
て
い
る
盜

旅
行
代
理
店
に
は
出
張
予
約

や
発
券
業
務
な
ど
限
定
的
な

役
割
し
か
期
待
し
て
お
ら

ず
欷
付
加
価
値
の
高
い
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
欒
欟
シ
欖
ン
を
提

供
す
る
パ
欟
ト
ナ
欟
と
評
価

し
て
い
る
企
業
は
少
数
だ
檸

た
盜

　
同
社
の
竹
村
章
美
社
長
‖

写
真
‖
は
欹
日
本
は
米
国
欷

中
国
に
続
き
欷
世
界
で
３
番

目
に
大
き
な
業
務
出
張
の
市

場
で
あ
り
欷
出
張
は
日
本
の

旅
行
取
扱
高
全
体
の
３
分
の

１
を
占
め
る
大
き
な
規
模
に

も
か
か
わ
ら
ず
欷
今
ま
で
そ

の
動
向
が
形
式
だ
檸
て
調
査

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
檸
た
盜

こ
の
調
査
は
国
内
の
企
業
が

出
張
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
欷
管
理
し
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
上
で
有
益
な
情
報

に
な
る
飮
と
し
て
い
る
盜

国
内
は
２
ケ
タ
減

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
が
４
日
発
表

し
た
８
月
の
旅
行
取
扱
額
は

前
年
同
月
比
１
・
１
％
増
の

２
９
１
億
５
２
３
万
円
だ
檸

た
盜
う
ち
欷
国
内
旅
行
は
北

信
越
と
東
海
方
面
が
好
調

で
欷
ま
た
九
州
新
幹
線
効
果

で
九
州
方
面
も
前
年
を
大
き

く
上
回
檸
た
が
欷
そ
の
他
方

面
の
不
振
が
響
き
欷
瀾
・
９

％
減
の
猜
億
２
４
４
２
万
円

に
と
ど
ま
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
全
般
的
に
前

年
並
み
ま
で
回
復
し
欷
特
に

中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
方
面
の

取
り
扱
い
が
前
年
を
大
き
く

上
回
り
欷
８
・
８
％
増
の
１

９
３
億
７
６
２
９
万
円
に
盜

外
国
人
旅
行
は
原
発
事
故
の

影
響
が
大
き
く
欷
倏
％
減
の

４
５
２
万
円
と
な
檸
た
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
こ
の
ほ
ど
欷
東

日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

な
ど
に
支
援
で
き
る
旅
行
商

品
を
企
画
し
た
盜
参
加
者
が

旅
行
代
金
に
追
加
し
て
５
０

０
円
を
支
払
う
と
欷
そ
の
お

金
が
支
援
の
費
用
に
充
て
ら

れ
る
仕
組
み
盜
目
的
地
が
東

北
以
外
の
旅
行
で
も
申
し
込

め
る
盜

　
欹
創
エ
ネ
旅
行
飮
と
名
付

け
た
盜
参
加
者
か
ら
集
め
た

お
金
は
欷
太
陽
光
欷
太
陽
熱
欷

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
に
よ
り
被

災
地
を
支
援
す
る
活
動
欹
つ

な
が
り
・
ぬ
く
も
り
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
飮
を
通
じ
て
欷
仮
設

住
宅
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

太
陽
熱
温
水
器
の
設
置
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
盜

　
法
人
旅
行
欷
教
育
旅
行
な

ど
の
団
体
旅
行
を
対
象
に
企

画
欷
販
売
す
る
盜
参
加
者
に

は
有
料
で
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を

配
布
し
欷
団
体
へ
は
支
援
に

対
す
る
証
書
を
発
行
す
る
盜

　
す
で
に
瀾
欷
瀲
月
に
実
施

さ
れ
る
計
１
８
０
人
の
旅
行

で
の
採
用
が
見
込
ま
れ
て
い

る
盜
灑
年
度
中
に
１
万
人
の

取
り
扱
い
を
目
指
す
盜

　
観
光
庁
が
７
日
に
発
表
し

た
今
年
８
月
の
主
要
旅
行
業

爍
社
の
旅
行
取
扱
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取
扱
額
が
前
年

同
月
比
１
・
７
％
増
の
６
７

８
９
億
９
２
３
８
万
円
だ
檸

た
盜
今
年
２
月
以
来
半
年
ぶ

り
に
前
年
実
績
を
超
え
た
盜

こ
の
う
ち
国
内
旅
行
は
同
２

・
０
％
増
の
４

２
９
４
億
３
８

８
８
万
円
欷
海

外
旅
行
は
同
２

・
３
％
増
の
２

４
５
９
億
３
４

７
６
万
円
で
欷

い
ず
れ
も
半
年

ぶ
り
に
前
年
比

増
盜
一
方
欷
外

国
人
旅
行
は
依

然
低
調
が

続

き
欷
同
熄
・
５

％
減
の
煌
億
１

８
７
４
万
円
と

６
カ
月
連
続
で

前
年
を
下
回
檸

た
盜

　
国
内
旅
行
の
取
り
扱
い
燵

社
で
は
欷
焜
社
が
前
年
の
取

扱
額
を
超
え
た
盜

　
海
外
旅
行
は
取
り
扱
い
爛

社
の
う
ち
前
年
超
え
し
た
の

は
焜
社
だ
檸
た
盜

　
外
国
人
旅
行
は
欷
煖
社
中

瀾
社
が
前
年
を
超
え
た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
月
比
２
・

５
％
減
の
２
１
７
０
億
７
０

８
９
万
円
で
前
年
を
下
回
檸

た
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅
行
は

同
４
・
１
％
減
の
１
２
５
８

億
８
４
３
４
万
円
欷
海
外
旅

行
は
同
０
・
３
％
増
の
９
０

９
億
９
９
１
０
万
円
欷
外
国

人
旅
行
は
同
爨
・
５
％
減
の

１
億
８
７
４
５
万
円
盜
外
国

人
旅
行
の
取
り

扱
い
低
調
が
目

立
つ
盜
ま
た
欷

総
取
扱
額
が
前

年
実
績
を
超
え

た
国
内
旅
行
だ

が
欷
募
集
型
企

画
旅
行
で
は
前

年
割
れ
と
な
り

募
集
型
の
回
復

の
遅
れ
が
見
て

と
れ
る
盜

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
総
取
扱

人
数
は
欷
前
年

同
月
比
５
・
２

％
減
の
５
１
２

万
４
６
９
８
人

だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷
国
内
旅

行
が
同
５
・
１
％
減
の
４
６

６
万
３
２
４
５
人
欷
海
外
旅

行
が
同
４
・
６
％
減
の
熹
万

４
６
３
１
人
欷
外
国
人
旅
行

は
同
爐
・
９
％
減
の
６
８
２

２
人
だ
檸
た
盜

人
気
の
高
速
バ
ス
と

宿
の
パ
蘖
ク
ツ
ア
欟

Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
７
日
欷
高
速
バ

ス
と
宿
泊
施
設
を
組
み
合
わ

せ
た
首
都
圏
発
の
パ
蘖
ケ
欟

ジ
ツ
ア
欟
欹
高
速
バ
ス
で
Ｇ

Ｏ
飮
を
発
売
し
た
盜
目
的
地

ま
で
乗
り
換
え
な
し
で
行
け

る
利
便
性
な
ど
か
ら
高
速
バ

ス
が
人
気
と
な
檸
て
い
る
こ

と
か
ら
企
画
し
た
盜

　
宿
泊
施
設
は
欷
軽
井
沢
欷

房
総
欷
伊
香
保
欷
那
須
に
あ

る
８
軒
盜
高
速
バ
ス
と
宿
泊

施
設
を
別
々
に
手
配
す
る
よ

り
も
旅
行
代
金
を
１
割
程
度

安
く
設
定
し
て
い
る
盜

　
設
定
期
間
は
８
日
殳
来
年

３
月
煕
日
発
盜
最
大
炙
日
間

ま
で
連
泊
滞
在
が
可
能
盜
目

標
販
売
人
員
は
２
千
人
盜

　
今
後
は
信
州
・
軽
井
沢
方

面
な
ど
の
商
品
を
拡
充
し
て

い
く
予
定
盜

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
と
日
本
旅
行
は

４
日
欷
東
京
都
内
で
旅
行
商

品
を
通
し
た
国
内
旅
行
振
興

に
取
り
組
む
両
社
の
共
同
事

業
欹
地
域
を
元
気
に
す
る
プ

ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
の
第
２
弾
と

し
て
販
売
を
始
め
た
商
品

欹
き
・
ら
・
り
三
重
飮
の
販

売
促
進
説
明
会
を
開
い
た
盜

両
社
グ
ル
欟
プ
の
店
頭
販
売

担
当
者
ら
が
出
席
し
欷
販
売

拡
大
に
向
け
欷
商
品
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
た
盜

　
き
・
ら
・
り
三
重
は
Ｋ
Ｎ

Ｔ
の
国
内
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン

ド
欹
メ
イ
ト
飮
と
欷
日
本
旅

行
の
国
内
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン

ド
欹
赤
い
風
船
飮
か
ら
販
売

し
て
い
る
共
同
商
品
盜
瀾
月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
に
同
商

品
で
１
万
５
千
人
欷
三
重
県

全
体
へ
は
両
社
合
わ
せ
て
対

前
年
瀲
％
増
の
炒
万
人
の
送

客
を
目
標
に
掲
げ
る
盜

　
商
品
説
明
で
は
欷
守
本
英

雄
・
Ｋ
Ｎ
Ｔ
個
人
旅
行
事
業

本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
課
長
が
正

式
参
拝
の
形
式
で
行
う
伊
勢

神
宮
参
拝
の
プ
レ
ミ
ア
ム
エ

ス
コ
欟
ト
ツ
ア
欟
や
欷
き
・

ら
・
り
三
重
の
価
格
面
で
の

訴
求
点
欷
１
泊
３
食
プ
ラ
ン

で
利
用
で
き
る
欹
み
え
ラ
ン

チ
飮
の
売
り
な
ど
を
紹
介
盜

こ
の
う
ち
価
格
面
で
は
欷

欹
通
常
の
メ
イ
ト
欷
赤
い
風

船
の
商
品
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
価
格
で
１
泊
３
食
が
付

く
盜
近
鉄
利
用
で
あ
れ
ば
さ

ら
に
割
安
感
が
あ
る
飮
と
販

売
担
当
者
に
ア
ピ
欟
ル
し
欷

積
極
的
な
販
売
を
訴
え
た
盜

　
説
明
会
に
は
竹
内
望
・
三

重
県
東
京
事
務
所
長
欷
竹
村

暁
弥
・
近
畿
日
本
鉄
道
東
京

支
社
長
も
出
席
し
欷
三
重
県

全
域
に
散
ら
ば
る
観
光
素
材

や
同
県
内
を
走
る
近
鉄
の
路

線
な
ど
を
紹
介
盜

　
両
社
の
旅
連
を
代
表
し
て

寺
田
順
三
郎
・
日
旅
連
中
部

支
部
連
合
会
長
歉
戸
田
家
社

長
歐
欷
上
野
哲
男
・
近
旅
連

三
重
支
部
長
歉
鳥
羽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
社
長
歐
も
あ
い
さ

つ
に
立
ち
欷
そ
れ
ぞ
れ
欹
Ｋ

Ｎ
Ｔ
と
日
本
旅
行
の
ト
蘖
プ

会
談
で
決
ま
檸
た
プ
ロ
ジ
櫪

ク
ト
と
聞
い
て
お
り
欷
非
常

に
期
待
し
て
い
る
飮
歉
寺
田

会
長
歐
欷
欹
き
・
ら
・
り
三

重
の
販
売
実
績
が@
き
ら
り
A

と
光
る
も
の
に
な
檸
て
ほ
し

い
飮
歉
上
野
支
部
長
歐
と
激

励
し
た
盜

　
ま
た
天
野
陽
月
・
同
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
推
進
協
議
会
長

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
国
内
旅
行
商
品
事

業
本
部
関
西
メ
イ
ト
企
画
部

長
欷
写
真
歐
は
欹
灣
年
の
伊

勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
を
前
に

三
重
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
た
盜
三

重
県
欷
近
鉄
の
協
力
も
受
け
欷

魅
力
的
な
商
品
内
容
と
な
檸

て
い
る
の
で
欷
今
日
の
情
報

を
販
売
店
で
共
有
し
て
欷
販

売
に
生
か
し
て
ほ
し
い
飮
と

出
席
者
に
訴
え
た
盜

　
両
社
で
は
５
日
に
大
阪
欷

名
古
屋
で
も
説
明
会
を
開
催

し
欷
両
会
場
合
わ
せ
て
約
１

２
０
人
の
両
社
グ
ル
欟
プ
社

員
が
参
加
し
た
盜


